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論 文 内 容 の 要 旨 
 
辰巳俊輔氏の博士（文学）の学位請求論文『飛鳥地域における古墳文化の研究』は、律令
時代成立期である 7 世紀における飛鳥地域を中心とした古墳について、考古学的理論・手法
を駆使して、系統的に整理・分析した成果である。具体的には、飛鳥時代に造営された古墳
が包摂する諸課題に対して実証的な視点から吟味・検討し、当該時期の墓制研究に基礎資
料を提示するとともに、新たな視座を提供することを主目的としている。 
本論文は、飛鳥時代の古墳（陵墓）研究に新たな地平を拓いたともいえる意欲作であり、全
5章 12節から構成される。全体の章・節の構成は、次の通りである。 
 
序 章  
第 1節 研究の目的 
第 2節 飛鳥地域における古墳研究の軌跡 
第 1章 古墳時代における古墳文化の研究 
第 1節 飛鳥地域における横穴式石室と家形石棺の年代論 
第 2節 細川谷古墳群の基礎的研究 
第 3節 飛鳥の始祖王墓～梅山古墳の歴史的意義～ 
第 2章 飛鳥時代における古墳文化の研究 
第 1節 横口式石槨の構造からみた型式分類と編年 
第 2節 律令国家の陵～中尾山古墳の復元とその意義～ 
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第 3章 八角墳の研究 
第 1節 八角墳の再検討 
第 2節 八角墳造営年代論 
第 3節 八角墳導入の歴史的背景 
終 章   
第 1節 各章のまとめ 
第 2節 飛鳥地域における古墳文化論 
引用・参照文献 
図・写真出典一覧 
初出一覧 
 
序章では、終末期古墳あるいは飛鳥時代の古墳として区分される、飛鳥地域の古墳を研究
対象とする本論文の目的と構成、その有効性について簡潔・明確に記述する。学界で早くか
ら注目された当該地域の個性的ともいえる各古墳についての研究史を悉皆的に猟書し、読
破・整理した成果を背景にして、的確に抽出した現状と課題の認識に続き、本論文における
問題意識の所在を明らかにする。 
その結果、飛鳥地域における古墳研究の現状について、昭和前期に実施された石舞台古
墳の発掘調査を画期として前後に大別し、中世から近世、近・現代にいたる飛鳥地域におけ
る古墳研究の軌跡を整理・検討する。特に、飛鳥地域の古墳研究は近世より本格化するが、
中世にも陵墓を対象とした先駆的な記録が複数あることを確認する。画期とした昭和前期
（1933･35 年）の石舞台古墳の調査は遺物の獲得が主眼ではなく、墳形・築造方法の確認を
はじめとした遺構に着目していることや、遺跡保護・復元を試みていることなどから、日本考古
学史上における画期的な調査と評価する。 
石舞台古墳の発掘調査以降、古墳のみならず当該地域の発掘調査は増加するようになる
が、1972 年に実施された高松塚古墳の調査は考古学のみならず、文献史学や美術史学、自
然科学など、多分野から総合的に調査研究を推進する今日的な調査体制構築の契機となっ
た点を評価する。その後、キトラ古墳では高松塚古墳と双璧をなす極彩色の壁画が確認され、
牽牛子塚古墳では飛鳥時代における大王墓の象徴的な墳丘形態と認識される八角墳である
ことが発掘で明らかになるなど、従来の歴史像を補強・追認したり、塗り替えたりする重要な発
見が相次いだ。ここでは次章以降の準備作業として、個別の古墳に関する調査研究の現状を
確認し、現段階における到達点を把握した。  
 第 1章では、飛鳥地域における古墳時代の古墳文化の解明を試みるため、①横穴式石室と
家形石棺の年代観、②細川谷古墳群の特質と被葬者像の検討、③最後の前方後円墳・梅山
古墳の歴史的な意義、という 3つの視点から検討・吟味を加える。  
第一に、横穴式石室と家形石棺の年代観については、近年実施された都塚古墳の調査に
より再度、石室・石棺に衆目が集まった。辰巳氏は当該調査で新たに判明した事項を踏まえ
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ながら、都塚古墳の石室と石棺について先学の成果を視野に再検討・吟味を試み、本古墳の
築造年代について総合的に検証を行った。 
第二に、奈良県下有数の群集墳である細川谷古墳群の特質と被葬者像の検討では、1923
年に刊行された『奈良縣高市郡古墳誌』に着目し、当時から細川谷古墳群が強く認識されて
いた事実を明らかにする。本古墳群は、細川谷と呼ばれる冬野川が形成した谷部に約 200 基
の古墳が密集しており、古墳状隆起や石室の露出が多く見受けられる。辰巳氏は細川谷古墳
群の特質を精査・再吟味した結果、渡来系遺物を有する古墳の存在や穹窿状横穴式石室の
構造、さらには渡来系氏族が蟠踞した檜隈地域との地理的関係、石舞台古墳造営時に先行
する古墳群の破壊などを考慮し、擬制的同族集団である東漢氏の墓域であることを推測する。 
第三に、古墳時代の終焉を象徴する飛鳥地域最後の前方後円墳、梅山古墳の歴史的な
意義を明らかにする。日本古代史上、長年に及ぶ論争の一つに欽明天皇の檜隈坂合陵の解
明があるが、周知のように五条野丸山古墳と梅山古墳がその候補地と措定されてきた。この問
題には数多くの研究者の言及があるが、未だ決定的な論拠は出ていない。さらに、『日本書紀』
には檜隈坂合陵以外にも檜隈大陵、檜隈陵という記載があり、これが同一の陵墓であるのか
別個の陵墓を示しているのかによって見解が分かれ、この問題をより複雑化させている。実際、
五条野丸山古墳と梅山古墳は直線にして約700ｍの距離であるが、両古墳からの眺望や周辺
遺跡の特徴には大きな差異があり、いずれが檜隈坂合陵の真陵であるかにより、欽明天皇の
評価や古墳時代後期における大王墓の位置づけ、さらに飛鳥時代の歴史的意義にも影響を
及ぼすものになろう。後述するように、この課題に関する辰巳氏の再検討・吟味を通じて獲得
された一連の成果も、傾聴に値するものである。 
第 2 章では、飛鳥時代における古墳文化の包括的な研究を行う。周知のように、飛鳥時代
は古墳時代と比較して古墳自体の絶対数が大幅に減少し、その規模も大きく縮小する。その
背景には官人制や法制の整備などが介在したと考えられ、古墳単体に投影された社会的背
景は従前と比較して大幅に増加したものといえる。このことから、第 2 章では飛鳥時代の古墳
文化について、まず主要な埋葬施設となり、大王墓のみならず官人層も採用したと想定できる
横口式石槨自体について考察を試み、古墳造営が終焉する画期となった中尾山古墳に焦点
を絞って検討を試みている。  
先に、横口式石槨の研究は明治期末から大正期初頭に特異な石槨として紹介されたのに
端を発するが、高松塚古墳の調査を契機として、多様な型式分類や編年、系譜、被葬者像に
関する検討が試みられてきた。本論文では、飛鳥時代の古墳編年に年代軸の確立を目的とし、
横口式石槨の型式分類と編年試案を行う。その結果、横口式石槨は 2 つに大別でき、さらに
各々は 2 つに細分可能であるとする。その後、これらの各型式に 1～4 期を設定し、将来的に
実年代を措定していく基礎を確立する。  
 次いで従来から大王墓の可能性が指摘されてきた中尾山古墳の発掘調査成果を再整理・
検討し、墳丘形態の復元を試みる。その結果、墳丘最上段と想定できる 3 段目の高さが 1、2
段目と比較し、突出していることを確認する。また、東調査区及び埋葬施設開口部付近から出
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土した沓形石造物を高御座の屋根の棟先端に装着されている鳳凰台座であるという想定から、
墳丘自体が高御座に見立てて造営されている可能性を指摘する。さらに、中尾山古墳との関
連が示唆されている金銅製四環壺の表面に描かれた鳳凰と、高御座の屋根の鳳凰との関連
性を想定することや、本古墳の築造年代が 701（大宝元）～721（養老５）年の間にあり、被葬者
は文武天皇（707年没）であると推断する。 
第 3章は、本論文の白眉ともいえる八角墳に関する研究成果である。八角墳は飛鳥時代の
古墳文化において、その特異な構造や位置付けから大王墓を象徴する墳形として重視されて
きたが、従来の研究を徹底的に整理・精査した結果、その定義や年代観、造墓思想などに未
だ多くの課題が存在することを指摘する。特に、全国各地に点在する八角墳には構造的な特
徴に大きな差異が存在し、同一水準で捉えることには問題が生じることを提示する。この状況
を打開するため、発掘調査により八角墳と確定している野口王墓古墳と牽牛子塚古墳を指標
に定義を設定するが、その具体的な基準は石材の配置などから隅角部が明確であること、
135°となる内角が存在し平面プランが正八角形を呈すること、墳丘全面に貼石などが施され
ていること、の 3点である。これらの 3点を前提条件に、いわゆる八角墳と称される事例につい
て汎列島的に検証する。また、八角墳の造営年代の検討では、共通する構造として墳丘表面
に施工された貼石に着目し、古墳造営に際しての大量使用という類似性を視点に、石材の使
用動向を把握する。さらに、八角墳の初現が舒明天皇の押坂内陵である蓋然性が高い段ノ塚
古墳とし、舒明天皇とその造営主体である皇極天皇の治世に着眼し、評価を試みている。 
終章では、序章から第 3章までの論述内容を統括し、関連する史資料や研究成果を参照し
ながら、前章までに獲得した諸成果を視野に飛鳥地域の古墳に関する歴史的意義を吟味･整
理し、本論文の命題に対する見解を要約し、本論文の作成で明らかになった今後の検討課題
や調査研究の方向性を叙述する。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、辰巳氏の鋭敏な問題意識と真摯な研究姿勢を背景に、飛鳥時代の古墳につい
て新たな視点から再評価し、その歴史的変遷の実態を明らかにしている。辰巳氏の調査研究
の特徴は、何よりも実証性を重視した研究姿勢にあり、学会に裨益する成果と見解を随所に
提供する。後述する公聴会での議論にみるように、今後さらに論点を深化・解決すべき諸点も
あろうが、資料数の制約もあり閉塞感が否めない終末期古墳の調査研究に対して果敢に挑
戦・肉薄し、従来は個別・断片的に報告･言及されてきた各事例に関する論説を統合的に勘
案し、着実に前進させた実証的な研究成果のひとつとして高く評価できる成果である。以下、
本論において辰巳氏が提示する独創的な着眼点や優れた成果を要約する。 
まず、本論文は飛鳥地域の古墳について実証性に重点をおいた史資料調査を基礎に、そ
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の実態と変遷過程の諸様相を把握し、構造的な理解を連関･体系的に叙述することを主な目
的としている。この目的を達成するため、辰巳氏は関連する遺構・遺物を悉皆的に集成・吟味
して検証するが、これには明日香村の梅山古墳を眼前にする地に生まれ育ち、歴史的風土の
中で一貫して居住する辰巳氏でこそなしえたところも大きい。 
ここで主要な成果のいくつかをみると、第 1 章では梅山古墳の周辺地域を含めて復元的研
究を行い、3 段階の大規模な整備が行われた可能性を推測する。第一段階は梅山古墳の造
営で、大規模な背面掘削した造成部中央に墳丘を構築し、同時に周濠などの整備も実施した
段階、第二段階は『日本書紀』推古 28 年条の記述と照合し、墳丘表面に砂礫を葺くとともに、
域外には盛土して大柱を立てた段階、第三段階は平田キタガワ遺跡を中心に梅山古墳南方
の開発が行われ、石造物や石敷を伴う迎賓館と推定できる施設が造営された段階である。さら
に、3 度に及ぶ墳丘とその周辺整備が単なる整備や改修ではなく、本古墳の被葬者を飛鳥の
始祖王の奥津城として認識し、国内外に対して大王家の存在意義や威信の象徴として政治
的に利用した可能性を示唆した点も重要であろう。 
第2章における都塚古墳の検討では、本古墳の石室は縦軸の穹窿状天井をもつ複合的な
構造であり、その築造時期について6世紀後半から7世紀初頭の範囲で理解することが可能と
する。石棺についても平坦面指数や突起数・形状から、先行研究にある6世紀後半の製作と
する見解と矛盾を生じないことを再確認し、本古墳の造営年代について6世紀後半を中心とし
た時期と推断したことも重要な成果である。 
第3章では、現状において3基準に依拠して八角墳と呼称できる古墳は、野口王墓古墳と牽
牛子塚古墳、中尾山古墳、奈良県桜井市段ノ塚古墳、京都市御廟野古墳、群馬県吉岡町三
津屋古墳、同県桐生市武井廃寺古墳の、合計７基とする。また、八角墳の造営年代の検討で
は、段ノ塚古墳の造営年代は643年、同じく牽牛子塚古墳は667年、御廟野古墳は671年前
後、野口王墓古墳は687年、中尾山古墳は707年と措定する。この極めて具体的な年代観の
提示は、賛否は別にして終末期古墳をめぐる今後の議論を触発・活性化するであろう。 
さらに、舒明天皇と皇極天皇の治世における古墳と宮殿、寺院について、関連史料を巧み
に援用しながらその意義について論述するが、蘇我氏に対抗する姿勢を見せつつもその影響
を甘受せざるを得ない政治的状況を描写するが、八角墳の創出により大王家は他者とは隔絶
した地位を視覚的に誇示できたことを描き出す。特に、舒明天皇の治世は特筆すべき事象は
記録されないが、後世には正当な王統の始祖として認識されることになり、八角墳もこの状況
に対応するかのように継起して造営されたとする示唆も傾聴すべき見解であろう。 
公聴会においても、本論文で提示された成果や見解、論点は高く評価され、充実した論文
内容に相応した、多岐に及ぶ活発な意見や質疑応答が交わされた。例えば、家形石棺の石材
と被葬者の関係に連関性を看取し論拠とする点については、石棺石材に二上山凝灰岩・竜山石・
阿蘇凝灰岩の 3 種類があることや、飛鳥地域を離れた遠隔地から搬入されている状況などを論拠
に、被葬者あるいは工人による差異を反映している現象と再確認する。 
梅山古墳の検討では、辰巳氏が620（推古28）年が欽明天皇崩御の50周年に相当すること
6 
 
を重視し、梅山古墳の被葬者を欽明天皇と想定する見解に対して、弔上げの起源や本来の意
義に関する検討の必要性、弔上げが三十三回忌である可能性、弔上げにおける「木を立てる」こと
についての理解、推古朝における弔上げの存否などについて真摯な質疑が交わされた。また、梅
山古墳を始祖王墓として位置づけることに対しても、推古朝における檜隈大陵や檜隈陵の記事に
は蘇我氏が大きく関わったとの指摘があり、蘇我氏との関連性を論述する必要性があろう。 
八角墳の問題では、辰巳氏がその造営終焉の指標と評価する中尾山古墳の墳形や、埋葬施設
の規模・構造から勘案した評価などが問われた。また、文武天皇3年10月条に記載のある越智山
陵と山科山陵の「修造」記事の見解・評価や、『日本書紀』や『続日本紀』所載記事の引用法、古代
墳墓の火葬・土葬選択に関する議論などについて意見が交わされた。実際、辰巳氏も認識するよ
うに、厚葬から薄葬化（簡素化）への傾向は階層性なども要因の一つであるが、そのような単純な
図式に収斂させることはできず、葬法の選択には氏族や個人の習俗をはじめ、輻輳した要素の反
映にあると想定する。これらの諸課題について、本論文には十分な言及がなく未到達な部分もある
が、辰巳氏はこれらの諸点について今後明らかにするべき課題と十分認識している。 
以上のように、本論文は辰巳氏の鋭敏な問題意識と真摯な研究姿勢を背景に、飛鳥時代
の古墳研究に関して新たな視点から再検討・評価し、歴史的変遷・意義を明らかにしており、
学会に裨益する成果と見解を随所に提供する。本論文は飛鳥時代の古墳文化を総合的に論
じた専門的な研究論文であり、今後、考古学はもとより古代史学をはじめとした関連諸分野に
波及する影響は多大なものがあると判断する。 
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
